
福
岡
・
金
光
寺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
県
筑
紫
郡
太
宰
府
町
大
字
観
世
音
寺
字
今
光
寺

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
十
二
月
を

一
九
八
〇
年
五
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
九
州
歴
史
資
料
館

４
　
調
査
担
当
者
　
一局
倉
洋
彰

・
高
橋
章

・
横
田
賢
次
郎

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
室
町
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

こ
の
遺
跡
は

『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
見
え
る
観
世
音
寺
の
子
院
四
九
院
の

ひ
と
つ
で
あ
る

「
金
光
寺
」
の
跡
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
観
世
音
寺
境

内
か
ら
は
北
方
約
五
Ｏ
Ｏ

ｍ
に
あ
た
り
、
特
別
史
跡

「
大
野
城
跡
」
で
知
ら
れ

る
四
王
寺
山
脈
か
ら
派
生
し
た
谷
筋
に
位
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
指
定
史
跡

「観
世
音
寺
境
内
お
よ
び
子
院
跡
」
の
一
部
で
も
あ
る
。

こ
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
昭
和
三
八
年
に
九
州
大
学
を
中
心
と
す
る

九
州
文
化
綜
合
研
究
所
に
よ
つ
て
南
半
部
地
区
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、

五
間

×
七
間
の
礎
石
建
物
跡
が
検
出
さ
れ
、
出
土
遺
物
な
ど
か
ら
そ
の
時
期
は

室
町
時
代
に
比
定
さ
れ
て
い
た
。
九
州
歴
史
資
料
館
で
は
、
そ
の
調
査
結
果
を

再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
新
知
見
を
得
る
た
め
、
昭
和
五
三
年
に
大

宰
府
史
跡
の
第
二
七
次
調
査
と
し
て
こ
の
地
区
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
前
記
の
建
物
跡
の
ほ
か
に
、
礎
石
建
物
跡
、
そ
れ
ら
の
周
囲
に

配
さ
れ
た
石
組
み
濤
な
ど
の
遺
構
を
検
出
し
、
時
期
的
に
は
大
略
三
期
に
分
け

ら
れ
、　
三
二
世
紀
後
半
か
ら

一
六
世
紀
前
半
ま
で
の
間
に
比
定
で
き
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
出
土
遺
物
は
土
器

・
陶
磁
器

。
木
製
品

・
金
属
製
品
な
ど
多
種
多

様
で
あ
る
が
、　
一
五
世
紀
後
半
以
降
に
比
定
さ
れ
る
Ⅲ
期
の
遺
構
を
覆
う
暗
茶

色
土
層
か
ら
は
、
〇
三
二
型
式
の
木
簡

（
〓
下

八
×
三
・
一
×
○
・
五
Ｕ
、
○

二
二
型
式
に
近
似
す
る
形
状
の
守
護
札
状
木
製
品

（六
上
ハ
×
四
二
一ア
○
・
二

ｃｍ
）
各

一
点
が
出
土
し
た
。
い
ず
れ
も
墨
痕
は
認
め
ら
れ
る
が
、
判
読
は
困
難

で
あ
る
。
な
お
、
後
者
の
表
面
に
は
弓
を
引
く
猿
が
描
か
れ
て
い
る
。

遺
構
は
第
五
七
次
調
査
区
の
北
側
お
よ
び
東
西
両
側
に
も
ひ
ろ
が

っ
て
痛
り
、

今
回
は
北
側
地
区
を
中
心
に
第
六
七
次
調
査
と
し
て
行
い
、
東
西
両
側
に
つ
い

て
も
調
査
し
た
。
六
間
×
八
間
、
三
間
×
四
間
の
礎
石
建
物
跡
各

一
、
玉
石
組

み
浩
、
柵
跡
な
ど
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
前
回
の
調
査
で
検
出
し
た
礎

石
建
物
跡
Ｓ
Ｂ
一
四
四
〇
の
東
側
を
走
る
南
北
濤
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
、
八

点
を
数
え
る
。
ま
た
、
六
間
×
八
間
の
礎
石
建
物
跡
の
下
層
で
検
出
し
た
土
城

内
か
ら

一
六
点
の
木
簡
が
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

前
述
の
よ
う
に
、
今
回
は
合
計
二
四
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
の
で
あ
る
が
、

調
査
が
新
年
度
に
消
よ
び
、
と
く
に
土
羨
か
ら
の
木
簡
の
検
出
は
新
年
度
の
こ

と
で
あ
り
、
詩
出
土
の
も
の
と
あ
わ
せ
て
、
日
下
整
理
中
で
あ
る
の
で
、
こ
こ

で
は
そ
の
う
ち
の
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
紹
介
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。



1979年出上の木簡

(6)
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ゆ
ふ
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□

日
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」

こ
こ
で
は
省
略
し
た
も
の
を
含
め
て
、
二
四
点
中
の
一
七
点
が
上
端
の
左
右

に
切
り
込
み
の
い
れ
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
付
札
的
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ

ら
は
、
出
土
層
位
な
ど
か
ら
見
て
、　
一
応

一
五
世
紀
代
に
属
す
る
も
の
と
推
定

し
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
内
容
の
分
析
と
と
も
に
、
さ
ら
に
検
討
を
加

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
木
簡
は
文
献
史
料
の
乏
し
い
当
代
の
太

宰
府
地
方
の
推
移
を
知
る
上
で
ひ
と
つ
の
手
掛
り
を
与
え
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

な
消
、
こ
の
釈
読
に
際
し
て
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
加
藤
優
氏
に
御
指

導
い
た
だ
い
た
こ
と
を
記
し
、
謝
意
を
表
し
た
い
。

９
　
関
係
文
献

第
五
七
次
調
査
に
つ
い
て
は
、

鈴
盤
触

『
大
宰
府
史
跡
　
昭
和
五

三
年
度
発
掘
調
査
概
報
』

一
九
七
九
年

第
六
七
次
調
査
に
つ
い
て
は
、

鈴
盤
鯉

『
大
宰
府
史
跡
　
昭
和
五

五
年
度
発
掘
調
査
概
報
』
に
報

告
予
定
。
　
　
　
（倉
住
靖
彦
）
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